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項 正 誤

P.892

図 6
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等を測っている。衛星から直接来る電波を使うが，どこかの壁等で反射した電波

を受信してしまう事もあり得る。このような現象をマルチパスという。今のところ，

マルチパスを自動的に避ける観測方法は提案されてない。したがって，「エ＝マル

チパス」である。

［正解 1］

〔No．6〕（23年）
　トータルステーションを用いた基準点測量において，図 6に示すように既

知点Aから既知点 Bを基準に水平角を観測して新点 Cの方向角を求めよう

としたところ，既知点Aから既知点 Bへの視通が確保できなかった。その

ため，既知点Bの近傍に偏心点 Pを設けて，水平角T′，偏心距離 e及び偏

心角φの観測を行い，表 6の観測結果を得た。∠ BAC（T）は幾らか。最も

近いものを次の中から選べ。

　ただし，既知点AB間の距離 S＝ 2,000.000mである。

　また，角度 1ラジアンは，2″× 105 とする。

　なお，関数の数値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 6
観測結果

T′  53°25′23″

e 　　　2.000m

φ 330°00′00″

図 6

－892－

等を測っている。衛星から直接来る電波を使うが，どこかの壁等で反射した電波

を受信してしまう事もあり得る。このような現象をマルチパスという。今のところ，

マルチパスを自動的に避ける観測方法は提案されてない。したがって，「エ＝マル

チパス」である。

［正解 1］

〔No．6〕（23年）
　トータルステーションを用いた基準点測量において，図 6に示すように既

知点Aから既知点 Bを基準に水平角を観測して新点 Cの方向角を求めよう

としたところ，既知点Aから既知点 Bへの視通が確保できなかった。その

ため，既知点Bの近傍に偏心点 Pを設けて，水平角T′，偏心距離 e及び偏

心角φの観測を行い，表 6の観測結果を得た。∠ BAC（T）は幾らか。最も

近いものを次の中から選べ。

　ただし，既知点AB間の距離 S＝ 2,000.000mである。

　また，角度 1ラジアンは，2″× 105 とする。

　なお，関数の数値が必要な場合は，巻末の関数表を使用すること。

表 6
観測結果

T′  53°25′23″

e 　　　2.000m

φ 330°00′00″

図 6


